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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
7
月
に
熱
海
市
伊
豆
山
地
区

で
発
生
し
た
土
石
流
事
故
は
、
20
数

名
の
犠
牲
者
が
発
生
す
る
な
ど
痛
ま

し
い
大
き
な
事
故
と
な
り
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
る
自
然
災
害
と
い
う
よ
り
、

法
定
を
超
え
た
盛
土
に
よ
る
人
災
の

原
因
が
大
き
い
と
の
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
事
故
が
二
度
と
起
き
な
い
こ
と

を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
史
上
初
の
1
年
延
期
と

な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
東
京
が
緊
急
事
態

宣
言
下
に
あ
る
中
で
、
開
会
式
を
は

じ
め
大
半
の
会
場
で
異
例
の
無
観
客

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
、

幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
は
史
上
最
多
の
メ
ダ
ル
獲
得
と

な
り
、
皆
さ
ま
も
ご
自
宅
の
テ
レ
ビ

画
面
で
各
選
手
の
活
躍
を
応
援
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
力
に
感
動
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

4
年
ぶ
り
の
衆
議
院
選
挙
は
与
党

の
過
半
数
獲
得
で
幕
を
閉
じ
、
新
し

い
政
府
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
終
息
と
経
済
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
り
、
新
体
制
下
の
政
府
に
期

待
が
か
か
り
ま
す
。

さ
て
、
浜
松
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、昭
和
57
年（
１‌
９
８
２
年
）

6
月
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
本
年
で
40

周
年
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
新

た
な
第
5
次
5
ヶ
年
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
会

員
数
、
契
約
金
額
の
伸
び
悩
む
中
で

す
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
と

ご
協
力
を
得
て
、
目
標
達
成
に
向
け

て
推
進
す
る
所
存
で
す
。
会
員
一
同

が
今
年
も
健
康
で
幸
せ
な
年
に
な
る

よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

　

瀧
本
典
彦

私
た
ち
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。

賛
助
会
員（
順
序
不
同
）

•
三
ケ
日
町
農
業
協
同
組
合

•
連
合
静
岡
浜
松
地
域
協
議
会

•
龍
山
森
林
組
合

•
浜
松
商
工
会
議
所

•
浜
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

•
浜
松
磐
田
信
用
金
庫
本
店
営
業
部

•
株
式
会
社 

静
岡
銀
行
浜
松
営
業
部

•
有
限
会
社 

ロ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

•
株
式
会
社 

セ
レ
ク
ト

•
株
式
会
社 

ア
イ
舞
阪
オ
フ
ィ
ス

•
ア
マ
ノ 

株
式
会
社 

細
江
事
業
所

•
杉
山
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト 

株
式
会
社

•
ソ
フ
ト
プ
レ
ン
工
業 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

ヤ
マ
ザ
キ

•
有
限
会
社 

ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー

•
株
式
会
社 

ハ
マ
プ
ロ

•
三
富
印
刷 
株
式
会
社

•
杉
森
印
刷 
株
式
会
社

•
株
式
会
社 

浜
松
山
福

•
株
式
会
社 

イ
ト
ー
シ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

•
有
限
会
社 

ニ
シ
オ

•
浜
松
環
境
維
持
管
理 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

ア
ー
シ
ス

•
株
式
会
社 

青
柳

•
株
式
会
社 

中
野
町
チ
ッ
プ

•
エ
ヌ
・
ア
ー
ル
・
ア
イ

　
　
社
会
情
報
シ
ス
テ
ム 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

ビ
ー
ム

•
丸
大
食
品 

株
式
会
社

　
　
中
日
本
特
販
営
業
課

•
株
式
会
社 

Ａ
Ｚ
Ｕ
ド
ア
ポ
ス
ト

•
株
式
会
社 

ハ
マ
カ
ン
ト
ラ
ベ
ル

•
ス
タ
ジ
オ
・
ア
ー
ル

•
公
益
財
団
法
人 

浜
松
・
浜
名
湖

　
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

•
ア
ズ
ビ
ル
ド
グ
ル
ー
プ 

株
式
会
社

　  

（
美
匠
）

団

　
　体

金
融
・
保
険
業

各
種
販
売
・
サ
ー
ビ
ス

製 

造 

業

謹
賀
新
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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連
絡
ご
み
処
理
手
数
料

　
　
　
　
　
徴
収
事
務

天
竜
事
務
所

浜
松
市
で
は
、
ご
み
の
集
積
場
に

出
せ
な
い
粗
大
ご
み
（
連
絡
ご
み
）

を
処
理
す
る
場
合
は
、
そ
の
手
数
料

を
コ
ン
ビ
ニ
や
公
共
施
設
に
納
付
し
、

「
連
絡
ご
み
シ
ー
ル
」
を
貼
っ
て
指
定

さ
れ
た
場
所
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

天
竜
区
は
面
積
が
広
く
手
数
料
を

納
付
す
る
場
所
も
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
天
竜
事
務
所
で
は
市
の
委
託
を

受
け
、
天
竜
区
内
の
佐
久
間
、
水
窪
、

龍
山
、
春
野
の
取
扱
店
に
「
連
絡
ご

み
の
シ
ー
ル
」
を
配
達
し
、
そ
の
販

売
手
数
料
を
徴
収
す
る
仕
事
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
業
務
に
就
業
さ
れ
て

い
る
会
員
の
鈴
木
博
さ
ん
と
鈴
木
悟

さ
ん
の
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

【
今
ま
で
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
で
、

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
ん

な
こ
と
で
す
か
？
】

月
1
度
、
2
人
で
車
に
乗
っ
て
狭

い
山
道
を
１
８
０
㎞
ほ
ど
移
動
し
、

14
の
取
扱
店
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
特
に
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ

で
通
行
止
も
多
く
、
迂
回
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
冬
場
は
道
路
の

凍
結
も
あ
り
安
全
運
転
に
は
神
経
を

使
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
佐
久
間
町
の
原
田
橋
の
工

事
中
は
、
河
原
の
仮
設
道
路
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
佐
久
間
ダ
ム
の

放
流
時
に
は
仮
設
道
路
は
通
行
止
め

と
な
り
、
自
動
車
を
降
り
Ｊ
Ｒ
飯
田

線
に
乗
り
換
え
、
長
時
間
か
け
て
取

扱
店
に
出
向
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。」　

【
こ
の
お
仕
事
を
し
て
ど
ん
な
感

想
を
お
持
ち
で
す
か
？
】

「
自
分
た
ち
は
二
俣
地
区
に
住
ん

で
い
て
、
就
業
で
出
向
く
地
域
は
身

近
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
月

に
1
度
就
業
す
る
た
び
に
地
域
の
様

子
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
人

口
が
減
少
す
る
中
、
地
元
商
店
の
取

扱
店
が
地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
微
力

な
が
ら
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。」

【
最
後
に
】

お
二
人
は
気
心
の
知
れ
た
中
学
校

の
同
級
生
で
、偶
然
に
も
就
業
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
た
そ
う
で
、「
季
節
ご

と
に
変
化
す
る
天
竜
区
の
豊
か
な
自

然
を
車
窓
に
感
じ
な
が
ら
、
安
全
運

転
に
注
意
し
就
業
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。」
と
笑
顔
で
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職 
場 

訪 

問

新しく完成し便利になった原田橋

無事徴収事務を終了して

「連絡ごみ処理手数料納付済証」取扱所

取扱店と手数料の徴収事務を交わす 2人
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この作業　どこが危険か　ディスカッション　《浜北事務所　冨田　恍》

令
和
3
年
度
の
会
員
拡
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て

• 

ス
マ
ホ
講
座

• 

美
文
字
講
座

• 

整
理
収
納
講
座

• 

農
作
業
収
穫
体
験

• 

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

の
5
種
類
の
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。

そ
の
内
10
月
ま
で
に
開
催
し
た
ス

マ
ホ
講
座
と
美
文
字
講
座
の
様
子
を

掲
載
し
ま
し
た
。

3
Ｇ
回
線
が
数
年
後
に
サ
ー
ビ
ス

終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ガ
ラ
ケ
ー

を
使
用
し
て
い
る
方
も
ス
マ
ホ
に
移

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
推
奨
さ
れ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
も
比
較
的
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
ス
マ
ホ
講
座
を
企
画
し
ま

し
た
。

募
集
定
員
60
人
の
と
こ
ろ
151
人
の

応
募
が
あ
り
、
大
人
気
の
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
が
普
段
使
っ
て
い

る
ス
マ
ホ
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

講
師
2
名
で
対
応
し
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
に
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
2
種
類
が
あ
る
こ

と
の
説
明
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
図
検
索
後
に
、
地

図
上
の
グ
ル
メ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

シ
ョ
ッ
プ
を
探
す
方
法
を
学
び
ま
し

た
。

次
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
「
浜
松
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
検
索
し
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
回

は
ス
マ
ホ
写
真
の
送
信
の
仕
方
な
ど

複
数
回
の
開
催
の
要
望
も
あ
り
、
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
月
以
降
は
〝
会
員
限
定
の
ス
マ

ホ
・
美
文
字
講
座
〟
を
企
画
す
る
予

定
で
す
。
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
講
座

ス
マ
ホ
講
座

「
シ
ニ
ア
対
象

　
　
　
　

 

講
習
会
」
開
催

「
シ
ニ
ア
対
象

　
　
　
　

 

講
習
会
」
開
催

会
員
拡
大
イ
ベ
ン
ト

会
員
拡
大
イ
ベ
ン
ト



令和4年（2022 年）1月 シルバー浜松 第116号

5

ケガ0（ゼロ）は　道具と体の　日常点検　《浜松事務所　新荘　克己》

「
年
賀
状
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
！

俳
画
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
！
」
が

令
和
3
年
「
美
文
字
講
座
」
の
テ
ー

マ
で
す
。

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、

年
賀
状
の
発
行
枚
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
筆
書
き
の

良
さ
も
再
発
見
し
て
も
ら
え
た
ら
…

と
企
画
し
て
み
ま
し
た
。

募
集
定
員
45
人
の
と
こ
ろ
応
募
者

59
人
で
、
昨
年
に
続
き
人
気
の
講
座

に
な
り
ま
し
た
。

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
の
開
催

日
で
時
期
的
に
も
年
賀
状
の
準
備
を

考
え
る
、
ち
ょ
う
ど
良
い
時
季
で
す
。

今
回
は
「
松
の
枝
」
を
緑
色
の
水

彩
絵
の
具
・
ゴ
ー
ル
ド
と
黒
の
筆
ペ

ン
で
描
き
、
そ
こ
に
新
年
の
言
葉
を

筆
書
き
で
加
え
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

• 

ゆ
っ
く
り
字
に
向
き
合
え
る
の
は

よ
か
っ
た
。

• 

絵
を
取
り
入
れ
て
の
年
賀
状
が
よ

か
っ
た
。

• 

定
期
的
に
美
文
字
の
講
習
会
を
開

い
て
ほ
し
い
。

…
な
ど
な
ど
。

　

大
好
評
で
し
た
。

今
後
も
趣
味
の
講
座
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

美
文
字
講
座

美
文
字
講
座
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確かめる　心のゆとりで　転落防止　《浜松事務所　新村　忠央》

【
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
】

浜
北
事
務
所　

大
村
記
久
子

5
年
前
か
ら
月
2
回
、
知
人
に
紹

介
さ
れ
た
教
室
で
受
講
し
て
い
ま

す
。
ず
っ
と
以
前
か
ら
始
め
た
か
っ

た
け
れ
ど
、
子
育
て
に
忙
し
く
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

色
の
つ
い
た
ガ
ラ
ス
を
型
紙
に

沿
っ
て
切
り
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で
磨

き
ま
す
。
そ
の
後
、
ほ
か
の
ガ
ラ
ス

と
銅
の
テ
ー
プ
で
つ
な
ぎ
、
は
ん
だ

付
け
を
し
て
完
成
で
す
。

左
の
花
の
作
品
は
3
か
月
か
か
っ

て
い
ま
す
。
気
に
入
っ
た
も
の
を
参

考
に
デ
ザ
イ
ン
を
起
こ
し
ま
す
が
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
れ

ば
良
い
な
あ
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

右
の
ス
タ
ン
ド
ラ
ン
プ
は
平
面
の

ガ
ラ
ス
を
ラ
ン
プ
の
傘
に
あ
わ
せ
曲

線
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
変

で
し
た
。

今
後
は
、
左
の
よ
う
な
四
季
の
行

事
の
作
品
を
制
作
し
玄
関
に
飾
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
一
閑
張
】

浜
北
事
務
所　

伊
藤
幸
子

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
子
育
て
中
か
ら

子
ど
も
が
寝
た
後
で
作
っ
て
い
ま
し

た
。左

の
作
品
は
製
作
に
半
年
か
か
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
自
分
で
デ
ザ
イ

ン
し
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
壁
掛
け
）

を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

右
の
一
閑
張
（
い
っ
か
ん
ば
り
）

は
3
年
前
か
ら
義
姉
の
紹
介
で
始
め

ま
し
た
。

一
閑
張
と
は
、
籠
に
布
や
和
紙
を

張
り
、下
柿
渋
を
塗
っ
た
も
の
で
す
。

か
な
り
丈
夫
に
で
き
て
い
る
の
で
、

用
途
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

籠
に
張
る
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
こ

と
は
楽
し
み
で
も
あ
り
、
大
変
な
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
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飛ばさない　逃がさない　安全ネットで　守り抜け　《浜松事務所　齋藤　博行》

安  全  第  一
事務所 傷害 賠償
浜松 13 12
浜北   8   9
天竜   6   1
計 27 22

種類 事象
（発生日） 作業 事故の概要 事務所 今後の対策

（会員）

傷
　
害
　
事
　
故

裂傷
（9/10） 剪定

チェーンソーで竹伐採中、ツルが竹に絡み
ツルを切ろうとしたところ急に竹が倒れ、
バランスを崩し、チェーンソーの刃が右手
のひらに接触、切創を負う。

天竜
ロープを使用して引っ張る
など、他の会員と協力して
慎重に作業をする。

裂傷
（9/14） 剪定

電動トリマーを使用中、脚立の上から 2 ～
3 段目で足を踏み外して落下し、右足・腕
を打撲。トリマーの刃で唇から下顎を切創
した。

天竜
足腰の筋力低下、また慣れ・
過信でバランスを崩してし
まった。
体力維持に努める。

種類 事象
（発生日） 作業 事故の概要 現場・事実の詳細 事務所 賠償額 今後の対策

（会員）

賠
　
償
　
事
　
故

利用者
ケガ

（9/4）
カート

作業をしようと手を
挙げたところ、近く
にいたお客様の耳に
当たり、鼓膜の一部
を破損させた。通院
は 1 か月程度。

買い物籠の設置場
所について店長と
確認作業中、お客
様が近づいたこと
に気づかなかった。

浜北 未定

いつもお客様が近く
にいることを念頭に
入れて作業をする。
人通りの少ないとこ
ろで打ち合わせをす
る。

破損
（10/12） 剪定

車庫にかかっている
枝を切り落とすため、
足場の板を車庫の屋
根に乗せ作業をしよ
うとしたところ踏み
外し落下、駐車中の
車の屋根に落下し破
損させた。

屋根の強度確認不
足であった。駐車
場の屋根に乗って
作 業 す る こ と は、
屋根を傷つけるの
で 乗 る べ き で な
かった。

浜北 未定
危険を伴うと思われ
る作業は無理をしな
いで断る判断をす
る。

破損
（10/14） 剪定

はしごから降りる際、
下３段目あたりでバ
ランスを崩し落下し、
尻もちをつく。その
際倒れたはしごで車
の屋根を破損させた。

作業を早くしよう
と思い、気持ちが
せいてしまい、身
体のバランスを崩
してしまった。

浜松 125,444

スピードアップは大
事だが、安全重視の
場面もあるという事
を念頭に作業をす
る。

～安全就業研修用 DVD「仕事の原点」の視聴について～
　令和3年4月1日以降の賠償事故を起こした会員（及び班員）の方に、愛知県シルバー
人材センター連合会が作成した「安全就業に関するDVD」を視聴していただきます。
　各事務所担当より日程調整をしますので、必ず視聴していただきますようお願いいた
します。

10/31 報告分まで 事故報告
落下等による傷害事故多発！！
更に、落下したことによる物損事故も
発生しています。
「足元確認！焦らない！落ち着いて！」



浜松事務所：
浜北事務所：
天竜事務所：

2 , 3 7 2
1 , 3 1 7
4 7 9

人

合　　　計：4 , 1 6 8人
男性…
女性…

2 , 5 7 7
1 , 5 9 1｛

（令和3年12月1日現在）

事
務
局
だ
よ
り
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
初
め
て
の

オ
ン
ラ
イ
ン
理
事
会
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
下
の

9
月
29
日
（
水
）、
令
和
3
年
度
第
4

回
理
事
会
が
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
理
事
・
監
事
の
役
員

の
皆
さ
ん
は
浜
松
、
浜
北
、
天
竜
の

そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
事
務
所
に
集
合
し

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た

画
面
に
向
か
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
形
に
な
る
だ
ろ
う
か
と
少

し
心
配
し
ま
し
た
が
、
職
員
の
万
全

な
準
備
の
も
と
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
終
息
後
も
、
理
事
会
の
内

容
に
よ
っ
て
は
、
各
役
員
が
所
属
事

務
所
に
集
合
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
理
事
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
が
実

証
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
を
感

じ
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

浜
松
市
の
出
前
講
座
で

「
会
報
誌
」
作
成
を
勉
強

10
月
7
日
の
第
3
回
会
報
編
集
委

員
会
で
は
、
は
じ
め
の
1
時
間
を
浜

松
市
の
広
報
誌
作
成
に
長
年
携
わ
っ

て
見
え
る
浜
松
市
広
聴
広
報
課
の
中

村
グ
ル
ー
プ
長
を
講
師
に
招
い
て
の

出
前
講
座
を
開
催
し
、
会
報
誌
が
で

き
る
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
し
ま

し
た
。

中
村
氏
の
講
座
は
「
浜
松
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
広
報
誌
の
で
き

る
ま
で
」
の
25
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
実

践
的
な
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
の
具

体
的
な
内
容
で
、
わ
か
り
や
す
い
お

話
で
し
た
。

講
座
の
最
後
に
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
実
践
に
挑
戦
。

文
章
と
写
真
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
貼
り

す
る
作
業
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
セ
ン
ス
で
無
事
完
了
し
ま

し
た
。

こ
の
日
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
後

の
会
報
誌
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

昨
年
に
続
き
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
防
止
に
各
自
の
行
動
が
制
限

さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

し
か
し
、
少
し
観
点
を
変
え
て
考

え
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
流
行

す
る
前
の
生
活
が
い
か
に
幸
せ
で
充

実
し
た
生
活
で
あ
っ
た
か
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
落

ち
着
い
て
い
る
も
の
の
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。
専
門
家
の
話
で
は
「
こ
れ

か
ら
も
当
分
の
間
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

と
の
共
存
生
活
が
続
く
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

今
後
は
自
分
の
行
動
を
考
え
る

時
、
家
族
や
周
り
の
人
の
安
全
も
一

緒
に
考
え
、
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
の
生

活
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

会
報
編
集
委
員　

髙
橋　

和
子

作業前　現場の周りを確認し　余裕をもって準備ヨシ　《浜北事務所　松井　津》

浜松事務所会議室に出席中の役員の皆さん

出前講座を受講中の会報編集委員の皆さん


